






ある製品の需要がLévy過程D = {Dt : t ≥ 0}の挙動をす
ると仮定する. このときこの製品の在庫は, 在庫の初期値を








在庫制御問題は, 様々な応用先が存在する. 例えば, Lévy
過程Dを患者の数とみなし, 在庫の補充は患者の治療とみ
なすことで,ヘルスケアマネジメントに応用することができ


















Uπt = Xt +R
π
t t ≥ 0. (下図の黒線)
コストに関する表記:
• q > 0: 割引率.
• f : R → R: 在庫保持コストを表す凸関数.　
(在庫量がx ∈ Rなら, f (x)のコストがかかる.)
•C ∈ R: 在庫補充にかかるコスト/リワード.




















t = − inf
s∈[0,t]











+ C ≥ 0
}
.
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( グレーの線: 制御後の在庫量, 赤線: 補充した在庫の総量, 黒線: 制御後の在庫量. )
図 1: 在庫補充の例 図 2: 値−0.2でのバリア戦略
